
■「ジェイグラン シティ」ロゴ                     ■コンセプト 

                    人と人、人と街を「結び・繋げる」 

                      「ジェイグラン シティ」は、スケールメリットを活かした上質なクオリティとともに、 

                        人と人、人と街を「結び・繋げる」場と機会を提供し、 

                        コミュニティの形成が促進されていくマンションを目指します 

■「ジェイグラン シティ 塚本」 （大阪市淀川区・312戸） 7月 7日モデルルームオープン 

●居住者でコミュニティ「ジェイグラン シティ 塚本」クラブを 

結成し活動 

●コミュニティ活動の立上げ支援・ノウハウ提供を実施する 

サポート企業の導入 

●豊かなコミュニティ活動を育むパーティーラウンジ、 

オーナーズラウンジ等の共用施設 

●居住者のふれあいの場となる複数のガーデンエリア 

●屋上に淀川花火大会を望める「スカイビューテラス」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『ジェイグラン シティ 塚本』のプロモーションに、アニメーター坂本一也氏を起用  

“塚本の街”をリアルに描いたオリジナル・アニメーションムービー「もっと、街に恋をする」 

本編をモデルルームで公開開始 予告編をWEB で公開中 

 



■新シリーズ「ジェイグラン シティ」について 

 「ジェイグラン シティ」は、住戸の広さや間取りのバリエーションなどにより、様々な家族構成の方々が居住されることによるコミ

ュニティ形成や活発な人の交流など、大規模集合住宅ならではの商品的魅力に加え、地域社会との繋がりの創造についても

大切な使命として考えています。 

 近年、少子高齢化の加速や東日本大震災の経験による防災意識の高まりを通して、互いに助け合う地域コミュニティの役

割が再認識されています。また、居住スタイルや人付き合いの価値観などがますます多様化する時代にあり、地域住民が繋がる

仕組みづくりなどが社会的課題として注目されています。 

「ジェイグラン シティ」が目指すものは、大規模集合住宅という面開発はもちろん、地域にまで開かれた防災拠点としての機

能、誰もが憩い集える敷地内空地の確保など、人と人、人と街とが繋がる場と機会を創造することです。その場と機会の創出を

「メイクプレイス」と表現し、敷地内公開緑地スペース（コモンスクエア等のガーデンスペース）やラウンジコーナー、キッズスペー

スなど「人々が自然と集まる、居心地の良い空間」、「コミュニティの形成が促進されていく場」を創造いたします。小さなふれ

あいを育み、やがてそれらが繋がり合い、更にマンションの枠を超えて街へ広がり、人と人の心をもっと近づけていくコミュニティデザ

インでありたいと考えています。単なる住宅ではなく街という視点から、地域全体の新しい魅力を発信する住まいづくり、暮らしづ

くりを追求して参ります。 

 

■第1弾プロジェクト『ジェイグラン シティ 塚本』の主な特徴・「メイクプレイス」の実現 

＜主な特徴> 

・大阪駅からひと駅 3分、「塚本」駅徒歩6分 

・大阪、梅田ひと駅エリア最大級※、312 邸の大規模開発 

・かまどスツールや防災倉庫の設置。大阪市防災力強化 

 マンション・大阪市子育て安心マンションの認定を取得予定  

・高圧一括受電システム、LED照明の採用等、省エネ配慮 

＜メイクプレイス＞ 

・総合設計制度を採用することにより創出したゆとりの公開空地 

・コモンスクエア、ハミングパーク、トレインガーデン等の木々草花 

が豊富なガーデン空間 

・花火大会の特等席となる屋上スカイビューテラス 

・パーティーラウンジ、オーナーズラウンジなどの豊かなコミュニティを 

育む充実の共用施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※JR「大阪」駅、地下鉄御堂筋線・阪急電鉄・阪神電気鉄道「梅田」駅、地下鉄谷町線「東梅田」駅・地下鉄四つ橋線「西梅田」駅・JR 東西線「北新地」駅からそれぞれ、ひと駅を最寄

駅とする新築分譲マンションにおいて、タワーマンション（20階以上）を除くと総戸数 312戸は最大となります。（1995 年以降、2017 年 12月現在：MRC調べ） 

（敷地配置図） 

（グランエントランスイメージ） （スカイビューテラスイメージ） 



■場と機会、「メイクプレイス」を活用したコミュニティクラブの結成・共用施設サービス 

●「ジェイグラン シティ 塚本」クラブを結成し、コミュニティ活動の実施 

・コミュニティ活動の基盤となる 

 パーティーラウンジが主な舞台 

・「マチびらきパーティー」や季節ごとの 

 イベントを開催予定 

・「つながる歓び」を広げ、地域との 

 交流も積極的に促進 

・運営支援を導入「クラッシーグループ」 

●「マンションコンシェルジュアプリ」の導入（予定） 

●大阪市内初（※注１）マンション敷地内に「食配ステーション」の設置 

※注１）フルタイムシステム導入物件において、大阪市内初となります。（2018年 6月現在フルタイム調べ） 

●カーシェアリングシステム、宅配レンタカーサービスの導入 

●不在時に受取可能な宅配ボックス、ボックス内に工具等のアイテムを保管するシェアリングボックスの設置 

●EV充電スタンド（電気自動車用充電コンセント）、ゴミドラムの設置 

●優雅なひとときを演出するオーナーズラウンジ・コミュニティ活動の際に一体的に活用可能なガーデン空間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ジェイグラン シティ 塚本」物件概要 

●物件名／ジェイグラン シティ 塚本 

●所在地／大阪市淀川区塚本 6丁目 4番 2（地番） 

●交通／JR神戸線「塚本」駅徒歩 6分 

●敷地面積／8,871.69 ㎡ 

●構造・規模／鉄筋コンクリート造・地上 15階建 

●総戸数／312戸 

●間取り／2LDK〜4LDK 

●住居専有面積／60.44 ㎡〜85.36 ㎡ 

●竣工予定／2020年 2月下旬 

●入居予定／2020年 3月下旬 

●事業主（売主）/JR 西日本不動産開発株式会社 

●施工／株式会社長谷工コーポレーション 

 

（パーティーラウンジ・屋外テラスイメージ） 

（オーナーズラウンジ１イメージ） （トレインガーデンイメージ） 

現地・マンションギャラリー案内図 



■“塚本の街”をリアルに描いたオリジナル・アニメーション「もっと、街に恋をする」モデルルームで本編公開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

販売開始にあたり、「塚本」の街の魅力を訴求する為に、“塚本の街”をリアルに描いたオリジナル・アニメーションムービー「もっ

と、街に恋をする」を制作いたしました。 

 このオリジナル・アニメーションムービー「もっと、街に恋をする」は、実際に塚本周辺のロケーション撮影を実施し、その世界観をリ

アルに描いた「塚本」を舞台に、1組の若い夫婦を主人公にした本編約3分のショートムービーです。監督は、新海誠氏原作の

「彼女と彼女の猫-Everything Flows-」をテレビアニメ化した、ライデンフィルム京都スタジオのアニメーター坂本一也氏です。 

本編ムービーを「ジェイグラン シティ 塚本」モデルルームのシアターコーナーで公開いたします。また「ジェイグラン シティ 塚本」

の公式 HP内（URL: http://www.jgran.jp/tsukamoto/machikoi/index.html）において予告編を公開中です。

この街でどんな物語が紡がれるのか、ご期待ください。 

■「もっと、街に恋をする」制作スタッフ＆キャスト 

＜監督＞ 

坂本一也（さかもと かずや） 

ライデンフィルム京都スタジオ室長 演出・アニメーター  

1980 年生まれ、岡山県出身、関西在住。 

京都アニメーションを経て、現在はライデンフィルム京都スタジオを拠点に活動。 

＜主な作品＞ 

「涼宮ハルヒの憂鬱」演出／2006年     「けいおん！」演出／2009年 

「モンスターストライク THE MOVIE はじまりの場所へ」作画監督／2016年 

「彼女と彼女の猫-Everything Flows-」監督／2016年   「センリツのルシファーただひとつの始まりの歌」監督／2017年 

＜コメント＞ 

「私自身も学生の頃、塚本に暮らしていました。思い出深いこの街を舞台に、二人の物語を描きました。」 

私が監督を務めた「彼女と彼女の猫-Everything Flows-」では塚本をモデルに、背景は実際の塚本やその付近の写真を参

考にしています。私が初めて一人暮らしをした場所が塚本で、この街の雰囲気が主人公の気持ちや作品のイメージに合っていた

んです。そして、今回このお話をいただいたときに不思議な縁を感じました。塚本は都心にこれだけ近いのに、どこか懐かしさや温

かさ、そして気持ちのいい水辺や緑があります。今回の作品を通じて優しい「街の空気感」を感じていただき、二人の物語を愉し

んでいただければ、と思います。 

 

http://www.jgran.jp/tsukamoto/machikoi/index.html


■＜スタッフ・キャスト＞ 

脚本：    松田恵里子          キャラクターデザイン：  佐川遥（ライデンフィルム京都スタジオ） 

美術監督： 岡田ゆみ            色彩設計：       仲村祐栄（株式会社Be Loop） 

撮影監督： 坂本拓馬            音楽：          片山修志（Team-MAX） 

音楽監督： 稲葉順一            アニメーション制作：  株式会社ライデンフィルム京都スタジオ 

CV： 前野智昭（陽人役：アーツビジョン所属） 

M・A・O（美月役：イエローキャブ NEXT所属） 

■「もっと、街に恋をする」ストーリー 

大阪市内で働く陽人（あきひと）と美月（みつき）。 

仕事の充実はあるものの、忙しい日々に追われ、すれ違うことも増えてきた 2人。 

そんなとき、陽人からひとつの提案が・・・・・。 

■「もっと、街に恋をする」キャラクター 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


